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A4 サイズの用紙に、天地左右の空きを        提出された A４サイズの原稿は、

示されたようにとって、記述する。        
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      そのまま、B５縮小印刷される。
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1. 問題の所在 
 本研究の領域は、○○○○(1964)が◇

◇についての理論的考察を行ったこと

に始まる。・・・・・・・ 
・ ・・・・・・・・・ 
波多野（1971）は、・・・・ 

・・・・・と指摘している。 
・・・・ 
 
2. 研究の目的 
本研究の目的は、問題の所在で指摘

したことから導かれる２つの仮説： 
仮説（１）「・・・・・・・・・」及び

仮説（２）「・・・・・・・・・・・・・・」

を 実 験 的 に 検 証 す る こ と に よ っ

て、・・・・・。・・・・・・・・・・・・・。

つまり、・・・・・・・・・、・・・・・・

を明らかにすることである。 
 
３. 研究の方法 
（１）披験者 
 公立小学校５年生２クラス（36 名、 
 

 

図１ 実験計画の概要 
・・・ 
を、統制群（C 群、36 名。男子 18 名、

女子 18 名）と実験群（E 群、38 名。

男子 19 名、女子 19 名）の・・・・・。

（２）実験機材 
事前調査問題、・・・・、実験教材の

ためのコンピュータ用ソフトウェ
表１ 実験手続きの概要 
 
年月日  内容  留意点 
・・ ・・・   ・・ 
・・ ・・・   ・・ 
・・ ・・・   ・ 

１は、・・・・・ 
、実験の手続きの概要である。
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・・・・・・・、・・・・・。・・・・・・

・・・。・・・・・・・・。 
・・・・。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・。 
 
5. 考察と今後の課題 
 表２及び図２から、・・・であ

り、・・・・・・表３に示すように学習

 
表３ 学習者の分類 

 

 
 
者にマスメディアが及ぼす影響につい

て、学習者を分類することができる。 
・・・・・・・・が今後の研究課題

である。 
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のうち、・・・・・など事前に行った予

備調査及び教材の試用による結果をも

とに、・・・・・・・・・・本調査を実

施する・・・・・・・・・・・ 
・・・・。 
 
4. 結果 
 ・・・。 
・・・に関する事前調査と事後調査

問題の得点とその間の伸び率を表２に

示した。 
表２では、△△であることが示され

ている。・・・ 
・・・ 
また、図２は、実験結果の一部をグ

ラフで示している。 
図２によれば、・・・・・・は○○で

ある。また、・・・・・・・・・であ

る。・・・・・・・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・・

 
表２ 事前及び事後調査得点と伸び率 
Q 
1 
2 
3 
・・・・。・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・。 
 

 
 
 
 
 

図２ 実験結果（グラフ） 
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